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令和５年度高知県入札・契約監視委員会 議事概要

開催日時 令和６年２月22日（木）14時から16時まで

開催場所
高知市本町５丁目３番20号

高知共済会館 ３階 桜の間

出席委員

田中 委員長

山本 副委員長

稲田 委員

奥村 委員

近藤 委員

中村 委員

渡邊 委員

次 第

１ 開会

・土木部副部長挨拶

２ 議事

（１）入札・契約制度の運用状況について

（２）抽出事案の審議

・国道１９７号 防災・安全交付金（天忠トンネル）工事

・国道４４１号 防災・安全交付金（口屋内トンネル（Ⅱ））工事

・国道４９３号 防災・安全交付金工事

・中央東土木事務所別館 耐震診断委託業務

・県道高知本山線外２線 道路維持委託業務

（３）令和６年度入札・契約制度改正について

３ その他

（１）次回の開催日程について

（２）抽出委員の選定について

４ 閉会
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＜抽出事案の審議＞

意見・質問 回答

国道１９７号防災・安全交付金（天忠トン

ネル）工事について

・低入札者が落札候補者にならない場合に

は、低入札調査は行わないものなのか。

・あらかじめ低入札調査を辞退しておくと

いうのは、どうのような動機なのだろう

か。

・低入札者以外が総合評価の評価値で最

高点になることが確定している場合は、

低入札調査を行わない運用である。

・多くの資料を数日間のうちに提出する

必要があり、失格になればペナルティも

あるため、あまりリスクを背負わないよ

う、あらかじめ辞退していると考える。

国道４４１号防災・安全交付金（口屋内ト

ンネル（Ⅱ））工事について

・技術提案における施工計画及び社会的要

請に関する事項のうち工期短縮の項目につ

いては、具体的にどのような提案があった

のか。

・働き方改革や建設業の魅力向上、持続可

能な建設業の発展を考えると、３交代制を

評価することに疑問がある。早期開通を望

む地元の思いもあるだろうが、バランスを

とる必要があるのではないか。

・機械の高能力化や３交代制による短縮

などの提案があり、評価対象としてい

る。

・トンネル工事は、全国から作業員が集

まる特殊な建設工事。働き方改革は必要

だが、現場の実態として、全国各地から

高知に来てずっと土日休みで待つより

も、ある程度早く仕上げたいという作業

員の声があることもあり、３交代制につ

いて評価している。

国道４９３号防災・安全交付金工事につい

て

・法面工事は大変な工事であり、できる人

も限られる中で、不調不落対策を考えてい

かなければならない。現在の入札制度で何

か工夫できることはないだろうか。

・令和４～５年度にかけて不調不落率は

低下傾向にある。

・不調不落がある場合には、協会に事業

者の手持ち工事量や技術者の空き具合を

確認し、発注時期や工事規模を調整して

発注している。
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＜次回の開催日程について＞

・令和６年８月頃の実施を予定し、詳細は今後協議することで了承された。

＜次回の抽出委員の選出について＞

・次回の案件の抽出委員は、従来からの50音順による選出により、近藤委員とする

こととし、了承された。

中央東土木事務所別館耐震診断委託業務に

ついて

・失格者と落札者の入札価格にかなり大き

な差がみられるが、なぜこのような結果に

なったと考えるか。

・複数事業者の入札金額がそろっているこ

とについて、疑問はなかったのか。

・とりあえず契約したいと考えて低い金

額で入札した業者と、図面の復元や建物

の基礎の掘削などの手間が多いために高

額で入札した業者で、二極化したと考え

る。

・３者が予定価格と同額で入札している

が、本業務は予定価格を事前公表してい

ることから、問題ない。

・失格者のうち同額であった２者につい

ては、偶然、予定価格×0.8で計算して

いたのではないかと推測する。

県道高知本山線外２線道路維持委託業務に

ついて

・辞退者が多く、いわゆる人気のない業務

であると思うが、指名業者数が17者と多い

理由は何か。

・例年人気のない路線については、多く

の事業者が辞退することが想定されるた

め、それを見込んで多くの事業者を指名

している。


